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会計別
区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

翌年度へ繰越
すべき財源

実質収支額

土地区画整理事業

国民健康保険事業

市街地再開発事業

介護保険事業

後期高齢者医療

病院事業債管理

母子父子寡婦福祉資金貸付事業

小　計
合　計

一 般 会 計

計
会
別
特

187,995,583,628

11,113,209

36,758,777,448

352,149,999

28,965,618,379

3,717,149,637

272,088,066

117,864,960

70,194,761,698
258,190,345,326

179,528,227,075

9,330,160

36,662,785,272

351,962,528

28,004,665,313

3,692,273,381

272,088,066

65,411,299

69,058,516,019
248,586,743,094

8,467,356,553

1,783,049

95,992,176

187,471

960,953,066

24,876,256

0

52,453,661

1,136,245,679
9,603,602,232

945,638,920

0

0

0

0

0

0

0

0
945,638,920

7,521,717,633

1,783,049

95,992,176

187,471

960,953,066

24,876,256

0

52,453,661

1,136,245,679
8,657,963,312

■令和4年度歳入歳出決算総括表 （単位：円）

（単位：千円）■財産の状況（令和4年度末現在高）

■一般会計　歳出（1,795億円）

令
和
４
年
度
那
覇
市
の
財
政
状
況

有価証券・出資金等

土　地

建　物

基　金

行政財産
普通財産
行政財産
普通財産
有価証券
出資金
債権
財政調整基金
その他基金

2,812,856㎡
321,234㎡
1,147,362㎡
17,587㎡

657,104千円
7,167,559千円
14,779,532千円
6,498,590千円
19,291,109千円

■市債の状況

一般会計

会　計　別

合　計

市街地再開発事業特別会計

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

令和４年度末現在高

129,370,012

3,342,566

461,497

133,174,075

課
政
財

・２
６
８
☎

9
9
3
8

5万9,337円

令和4年度に各分野で支出した金額を、市民1人あたりに換算すると…
市民１人あたりの行政経費　　56万8,957円
市民１人あたりの市税負担額　17万3,863円

30万3,892円 4万6,487円 4万3,035円 1万21円 1万2,126円 2,372円 4万2,741円 4万8,230円 716円

※（）内は構成比、単位未満を四捨五入

詳しくは、那覇市上下水道局HPを
ご覧ください。

62023年（令和５年）9月

那覇市通水９０周年のお知らせ

総務費
187億円
（10％）

民生費
959億円
（53％）

土木費
147億円
（8％）

公債費
136億円
（8％）

衛生費
135億円
（8％）

教育費
152億円
（9％）

消防費32億円（2％）

商工費38億円（2％）

議会費7億円（0％）

その他2億円（0％）

　
令
和
４
年
度一般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
決
算
は
、一
会
計
年
度
間（
令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日
）に
予
算
の

範
囲
内
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
結
果
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一般
会
計
歳
出
の
約
５
割
は
民
生
費
が
占
め
て
い
ま
す
。児
童・高
齢
者・障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
の
支
援
や
生
活
保
護
な
ど
、社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　
こ
の
決
算
は
、那
覇
市
議
会
９
月
定
例
会
の
認
定
に
付
さ
れ
ま
す
。

③9月から12月を予定
令和5年秋開始接種

　那覇市の水道は、1933年（昭和8年）に給水を開始して今年で通水90周年を迎えます。本市
の水道は創設期、復興期、拡張期を経て、現在は維持管理（更新・耐震化）事業を推進していま
す。これからも市民のみなさまに安全・安心な水道水を供給することに努めてまいります。

　このたび、通水90周
年を記念して、本市水
道のこれまでの歩みと
これからの取組みなど
を掲載した通水90周
年記念誌「那覇の水道」
を作成しました。

戸籍や住民票の
交付、選挙の実施
など。

　那覇市は昔から飲料水に乏しく、雨水や
井戸水、湧き水に頼っていました。その後、
宜野湾村（現宜野湾市）に水源が見つかり、
1933年9月に那覇市で給水が開始されま
した。

波の上一帯
配水管埋設工事

通水式で開栓する照屋宏第5代那覇市長
（1933年） ☎ 941-7802

上下水道局企画経営課

総務費

児童・高齢者・障が
い者の支援や生活
保護など。

民生費

道路・公園・市営住
宅・下水道・港湾施
設の整備など。

土木費

国や金融機関など
から借り入れた市債
（借金）の返済金。

公債費

消防関連の整備や、
火災・風水害・地震な
どの災害対策など。

消防費

公設市場の整備や
観光関連、商工業の
振興など。

商工費

議員の報酬や議会
運営など。

議会費

ごみ収集や予防接
種、健康診査、公衆
衛生など。

衛生費

こども園・小中学
校・公民館・図書館
の維持管理など。

教育費

農林水産業費、災害
復旧費、諸支出金、
予備費など。

その他

創設期
1933～1945

　戦後の深刻な水事情に対処するため、
1949年に市内一部で簡易水道を布設し、
その後、米国政府よる泊浄水場等の返還が
なされ、1954年から本格的に水道事業が
再開しました。

開南中央通り
簡易水道配管工事

米国政府から返還された泊浄水場
（1954年）

復興期
1946～1959

1963年に泊浄水場の拡張がなされ、
1972年の本土復帰を機に、５次にわた
る拡張事業を推進し施設の拡充整備を行
い、2002年７月に泊配水池が完成しま
した。

拡張した泊浄水場記念除幕式（1963年）

泊配水池落成式（2003年）

2004年5月に新都心地区の配水管布
設工事完了により、本市の施設整備はほ
ぼ完了し、現在は復帰前後に布設した管
路の更新事業や基幹管路などの耐震化事
業を推進しています。

水道管の更新時には
「伸縮性」・「屈曲性」・「離脱防止機能」を備え
た耐震管へと布設替えを行っています。

維持管理期
2004～

拡張期
1960～2012


